
近代日本の産業革命の地 北九州市・東⽥ Super City for SDGs 構想
「世界の環境首都づくり」を礎とし、デジタル技術を駆使することで、

環境・経済・社会の好循環によるSDGsの加速化、脱炭素社会の実現を目指す

SDGs未来都市・北九州市



スーパーシティ応募区域「東⽥地区」の概要
【東田地区の概要】

日本製鉄㈱工場跡地を、持続可能なまちづくりを目指して開発
〇住所︓北九州市⼋幡東区東田１〜５丁目 〇⾯積︓約１２０ha
〇居住⼈⼝︓約１,６００⼈（2021年３⽉末時点）

〇観光客数︓約７１万⼈（2019年次 北九州市観光動態調査）

〇年間来街者数︓約１,０００万⼈

〇メディアパーク
北九州e-PORTの拠点として、ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ、ｺｰﾙｾﾝﾀｰをはじめとする
ICT系業務施設、医療施設、商業施設等が複合集積。

〇タウンセンター
幅員100mのシンボル空間、東田大通り中心に大型商業施設が集積。

〇ミューズパーク
市SHINE博物館構想の下、学習・遊び・環境の拠点を一体的に整備。

〇アーバンレジデンス
多世代混住と環境共⽣を目指した住宅街区。

〇ベイフロントパーク
洞海湾に⾯した⽴地を⽣かし、親⽔緑地や交流・ﾚｼﾞｬｰ施設、
天然温泉施設、結婚式場などを整備。

※THE OUTLETS（(仮称)⼋幡東田ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）が2022年春ｵｰﾌﾟﾝ予定
（出所︓日鉄興和不動産ＨＰから抜粋・一部加筆）

【開発前の東⽥地区】

【⼟地利⽤計画】
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（12ha）

（7ha） （5ha）

（11ha）

【現在の東⽥地区】
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北九州市・東⽥ Super City for SDGs 構想の基本⽅針
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「グリーン成⻑都市」
環境と経済の好循環による脱炭素社会を目指すまち

「ダイバーシティの実現」
あらゆる世代や障害のある⽅など、みんなが活躍できるまち

社会

経済 「規制改革・先端技術の実証・実装フィールド」
地域課題の解決や、新たな先端ビジネスが生まれ育つまち

環境

国家戦略特区制度を最⼤限活⽤

東⽥
地区

基本⽅針

〇規制改革特例制度
〇規制のサンドボックス制度
〇北九州⾼度産業技術実証

ワンストップサポートセンター
など

スーパーシティ構想の
取組を市内全域へ波及

北九州市・東⽥ Super City for SDGs 構想

東⽥地区で先⾏実現
【規制改革】【先端的サービス】

北九州市全域で実現
【規制改革】

【先端的サービス】

【北九州市内全域】

市⺠が主役の「産･学･官･⺠」のパートナーシップ



北九州市・東⽥の「あゆみ」と「地域資源」

技術・人材・ノウハウなど「地域資源」の蓄積

〇近代日本の産業革命の発祥地「官営⼋幡製鐵所」の操業開始以降、工業都市として発展
〇⾼度経済成⻑期に発⽣した甚大な「公害」を、市⺠主導の産学官⺠連携により克服
〇工場移転後の製鉄所跡地において、「環境」をテーマとした持続可能なまちづくりを展開中

【東⽥地区のあゆみ】
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RE100に参画しているイオングループで
最大クラスの太陽光発電パネルの設置を計画中

構想の柱【環境分野のインフラ】
低・脱炭素社会の実現に向けた高いポテンシャルを有するエネルギーインフラ

「環境ミュージアム」「新科学館・分館」
「いのちのたび博物館」

「官営⼋幡製鐵所旧本事務所・眺望ｽﾍﾟｰｽ」
「2025年度北九州市公共施設の

再エネ100%電⼒化計画」に基づき
RE100へ

天然ガスコジェネ発電所

熱

電気

自営送配電エリア

一般送配電エリア

(仮称)⼋幡東田プロジェクト

2022年春オープン予定
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＋

産業圏での熱供給エリア

⽣活圏への電⼒供給
（自営送配電網）エリア■

■
CO2排出係数︓0.31kg-CO2/kWh （年度）

国全体の電⼒CO2排出係数
2030年度目標︓0.37kg-CO2/kWh

0.463

スーパーシティ構想で、低・脱炭素社会の実現を加速するサービス提供、仕組み・技術の実証・実装︕

CO2排出量を
削減したい企業

再エネ電⼒、CO2排出削減量取引プラットフォーム

特区活⽤先進地区
産業圏から生活圏への

エネルギーシェア
（2003年〜 構造改革特区）

次世代水系蓄電池の実証

など

パイプラインでのCO2フリー水素の実証

CO2
フリー水素

製造



構想の柱【デジタル分野のインフラ】

デジタルインフラ「3次元地図」と「５Ｇ」を活⽤

自動運転⾞両 遠隔型自律⾶⾏
ドローン

遠隔型自動
宅配ロボット

視覚障害者
歩⾏⽀援

福祉ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ
(自動運転)ｻｰﾋﾞｽ

スーパーシティ構想で、先端技術の実証・実装、高付加価値サービスを提供︕

㈱ゼンリン

など

フィジカル（現実）空間 サイバー空間
【各種センサー情報】 【３次元地図】

出典：＠ZENRIN ＠地理院タイル

自律⾛⾏
(盲導犬)ﾛﾎﾞｯﾄ

現実空間の「多数のセンサー情報」を「５Ｇ」で超高速・超低遅延で通信。
サイバー空間上で「３次元地図」と連携させたＡＩ処理を実施。

⇒ 自動⾛⾏モビリティ、ロボット、自律⾶⾏ドローンなどによる陸上・空の安全な移動ルートの設定
⇒ 移動中、現実空間の｢⼈、モノ、⾞等の障害物｣を認識し、ルート迂回・停⽌、案内ナビ等を実施

〇超⾼速
〇超低遅延
〇多数同時接続
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電⼒状況廃棄物排出・3R状況「現在」の混雑状況を⾒える化

東⽥地区データ連携基盤

気象ﾃﾞｰﾀ

VICS
交通量

携帯電話
ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ

その他データ連携

3Ｄ／
２D地図

オープンAPIによるデータ連携

オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ

いのちのたび博物館
空いています

環境ミュージアム
空いています

科学館・分館
空いています

科学館・本館
混雑

ミュージアムの状況
THE OUTLETS
(仮称)⼋幡東田ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

やや混雑
イオンモール⼋幡東
比較的空いています

観光・商業施設の状況 交通の状況

EVｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ
待ち時間︓２分

自律⾛⾏ﾓﾋﾞﾘﾃｨ
○台空いています

敷地内駐⾞場駐⾞率

周辺の渋滞状況
やや混雑

主な先端的サービス【78の企業・研究機関と連携した計30プロジェクト】

｢未来｣の混雑予測･
観光等レコメンドサービス

AI(人工知能)
✖

データ連携基盤

「北九州市･東⽥ Super City for SDGs 構想」 全体像

移動
交通

観光
商業

IＣｶｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ

再エネ電⼒・CO2排出削減量の
取引プラットフォーム

環境
ｴﾈﾙｷﾞｰ スマートごみ収集環境

ｴﾈﾙｷﾞｰ スマートミュージアム

AR･VR展示
Wi-Fi強化

混雑状況
センシング

スマート
トイレ

観光
商業

COVID
19

東⽥ＭａａＳ

ＭａａＳアプリスマート
バス停

EVｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ
ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ

移動
交通

観光
商業

ダイバーシティ実現
スマートタウン

移動
交通

社会
福祉

COVID
19

観光
商業

スマート
マスク

盲導犬
ロボット

視覚障害者
歩⾏⽀援

移動⽀援
モビリティ
(自動運転)

COVID
19

CO2排出量を
削減したい企業等

取引
プラット
フォーム

P2P（相対）
取引
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ﾃﾞｼﾞﾀﾙｸﾞﾘｯﾄﾞ㈱、㈱DGﾊﾟﾜｰｼｽﾃﾑ、同志社大学、FDK㈱ ㈱⻄原商事 九州工業大学
HD-PLCｱﾗｲｱﾝｽ
九州計測器㈱

ﾐｼﾏ･ｵｰｴｰ･ｼｽﾃﾑ㈱
㈱ﾘｮｰﾜ、㈱ﾗｯｸ、

㈱ﾘﾍﾞﾙﾀｽ･ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ
TOTO㈱
㈱ﾊﾞｶﾝ

㈱ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ研究所、㈱ｾﾞﾝﾘﾝﾃﾞｰﾀｺﾑ
久留⽶工業大学、 ㈱ﾏﾘｽcreative design

⻄日本電信電話㈱
ﾄﾞｰﾅｯﾂﾛﾎﾞﾃｨｸｽ㈱

㈱YE DIGITAL、⻄鉄ﾊﾞｽ北九州㈱(公財)北九州産業
学術推進機構

㈱ｾﾞﾝﾘﾝ、⻄日本電信電話㈱、 NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ㈱、㈱NTTﾄﾞｺﾓ

※主な参画企業名のみを記載

観光・商業施設


